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１．目的 

 幼児の体力・運動能力の低下の原因として身体活動

量の減少や基本的動作の未習得が指摘されている。ま

た、体力・運動能力の低下とともに「転んで手が出な

いで顔からぶつかる」などの危険回避動作ができない

子どもがいると報告されている。これらのことから、

手や腕を使い、頭部を保護し、かつ危険回避動作とし

て捉えられている“転がる”動作が伴っている前転動

作に着目した。さらに、幼児は“身体を支える”力も

低下傾向にあることが報告されていることから、前転

動作を行う際の第一段階である “身体を支える”力を

養うことで、前転動作の技能が向上すると予測される。 

そこで本研究の目的は、幼児における前転動作の技

能向上が期待される支持・回転系運動遊びプログラム

を考案し、その効果を明らかにすることである。 

 

２．方法 

支持・回転系運動遊びプログラムを実施した群（A

群：Arm sport）と鉄棒・跳び箱運動遊びプログラムを

実施した群（B群：Bar / Buck）に群分けした。A群

では、高這い位の状態で移動する“くまさんのお散歩”

や、高這い位の状態で後ろにいる他の対象者に挨拶し

てから前方に左右軸回転をする“こんにちは回り”等

の運動遊びプログラムを実施した。運動遊びプログラ

ムの効果を検討するために、運動遊びプログラム前後

（PRE・POST）で幼児に前転動作を行わせ、“身体を

支える”動作の評価をするために、前転動作を正面か

ら評価した。評価は「着手」「上肢」「着頭」「着肩～着

腰」「離腰」の5項目であり、それぞれの項目において

4つの技能段階に分け得点化した。 

１）対象者：4～5歳の幼児79名（A群；32名、B

群；47名）  

２）実施時期：令和元年6月～11月  

３）分析方法：正面からの評価の各項目・合計得点

について、それぞれ 2 群（A 群、B群）×2取得

時期（PRE、POST）で二要因分散分析を行った。  

 

３．結果と考察 

１） 前転動作の合計得点 

正面からの評価において A 群では PRE より

POSTの得点が有意に高くなったが、B群ではPRE

からPOSTで得点は有意に高くならなかった（図）。

B群で実施した運動遊びプログラムは、前転動作に

おける正面から評価できる技能に対して効果的で

はなかったと推察されるが、A群で実施した運動遊

びプログラムは、前転動作における正面から評価で

きる技能に対して効果的であったと考えられる。 

２） 前転動作の得点 

“身体を支え”られたか否かを評価する「上肢」に

おいては、A 群、B 群ともにPOST の得点がPRE

より有意に高くなったが、“身体を支え”られたか、

かつ“真っ直ぐに回転する”ことができたか否かを

評価する「着頭」においては、A群でPOSTの得点

が PRE より有意に高くなった。したがって、前転

動作において“身体を支え”た上で“真っ直ぐに”

回転を行える観点から、A群で実施した前方に左右

軸回転をする運動遊びプログラム“こんにちは回り”

等が特に有効であったと推察される。これらのこと

から、“身体を支える”力を養った上で前方に左右軸

回転をする運動遊びプログラムを実施すると前転

動作の技能が向上すると考えられる。 

 

図 PRE・POSTにおける合計得点の変化 

 

４．結論 

本研究では、幼児における前転動作の技能が向上す

ると期待される支持・回転系運動遊びプログラムを考

案することで、特に前転動作における正面から評価で

きる項目に関して、幼児の前転動作の技能が向上する

ことが明らかになった。 
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